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今金町民憲章
。民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。

。健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

。技能をみがき産業の開発に努め、豊かな町にいたしましょう。

。教育をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年10月 1日



今金庫高品質蹴出荷基準目標1等術lOO/X-Cシト

現
在
、
米
を
取
り
ま
く
情
勢
は
、
米
の
市
場
開
放
を
は
じ
め
、
流
通
面

に
も
市
場
原
理
の
導
入
に
よ
り
高
品
質
や
良
食
味
生
産
に
向
け
て
産
地
問

競
争
も

一
段
と
激
化
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
金
町
農
業
協
同
組
合
(
境
田

藤
太
組
合
長
)
で
は
、
町
と
協
力

し
、
平
成
7
年
度
よ
り
進
め
て
き

た
玄
米
パ
ラ
集
出
荷
調
製
施
設
の

2
棟
目
の
低
温
倉
庫
が
昨
年
完
成

し
、
今
年
か
ら
フ
ル
稼
働
し
て
い

ま
す
。今

金
町
は
農
業
に
お
い
て
も
生

産
者
の
労
働
力
不
足
や
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
い
か
に
効
率
よ
く
集

出
荷
す
る
か
な
ど
各
種
課
題
を
少

し
で
も
解
決
す
る
た
め
に
、
さ
ら

に
米
穀
卸
業
な
ど
の
人
手
不
足
と

1
俵

(ω
ほ
)
の
荷
役
労
働
管
理

に
も
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

J

A
今
金
が
年
次
計
画
に
よ
り

進
め
て
き
た
玄
米
バ
ラ
集
出
荷
調

製
施
設
は
、
従
来
、
出
荷
し
て
い

た
米

(ω
同
)
を
フ
レ
コ
ン
化
し
、

「
パ
ラ
化

(
l
t
フ
レ
コ
ン
)
・
軽

量
化
紙
袋

ω同
」
に
流
通
改
善
の

要
望
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
、
安
定

し
た
取
引
を
継
続
す
る
う
え
で
相

互
の
理
解
と
協
力
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
情
勢
を

今金庫前の消費描六を
t 
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、一一一一
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踏
ま
え
施
設
の
充
実
と
流
通
面
の

多
様
化
、
消
費
者
ニ

l
ズ
に
応
え

る
た
め
低
温
倉
庫
の
建
設
や
玄
米

ハ
ラ
集
出
荷
調
製
施
設
の
完
成
に

よ
り
今
金
町
産
米
を
バ
ラ
化

・
軽

量
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経

済
の
安
定
と
労
働
力
の
軽
減
を
図

る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

4
均
質
化
装
置
を
と
お
り
品
種
別
に
フ

レ
コ
ン
諾
さ
れ
る

米さ分惨
がれ析
入る結
つよ果
てこに
いの基
まフづ
すレい
)コて

ン玄
に米
1;1: は
1 /'I. 
tフ
の受
玄入
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ン惨
プ生
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入
荷
さ h
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語
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フ
レ

コ
ン
か
ら
サ

• • 

ー
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
品
質
を
決
め
る

4

食
糧
事
務
所
の
検
査
官

に/
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サ
ン
プ
ル
は
自
主
検
査
で
品
質
や
食
味
判

定
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
分
析

(
整
粒
‘
タ

ン
パ
ク
質
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
)

/'、

¥、、ー一一一一一一一

注
)
ア
ミ
ロ
ー
ス

澱
粉
を
構
成
す
る
主
成
分

米
の
粘
り
を
調
査
し
て
い
る
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h
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低
温
倉
庫
に
貯
蔵
さ
れ
出
荷
さ
れ
る

4
 

V昨年完成したラック式の低温倉庫

精
米
業
者

〈

(3] 

精
米
さ
れ
庖
頭
に



しめやかに ・
今金町議会議員故目下昭二郎氏を偲ぶ ー

. 今金町の発展に大きく貢献された今金町議会議員である日下昭二郎氏が去る

• 9月27日函館市内の函館新都市病院でご逝去されました。一一満71歳でした。

葬
儀
は
、
花
石
の
師明
治
寺
で
し

め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
遺
族
を

は
じ
め
親
戚
、
関
係
者
、
弔
問
客

ら
は
日
下
昭
二
郎
氏
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
し
た
。

故
日
下
昭
二
郎
氏
は
、
昭
和
2

年
に
本
町
花
石
に
生
ま
れ
、
農
業

に
従
事
し
、
地
域
の
青
年
活
動
な

ど
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
、
昭
和
必
年
4
月
に
地
域
住

民
の
厚
い
信
望
の
も
と
に
、
推
さ

れ
て
今
金
町
議
会
鍛
員
に
当
選
、

以
来
、
通
算
7
期
幻
年

5
ヵ
月
に

わ
た
り
、
卓
越
し
た
識
見
と
豊
か

な
経
験
を
も
っ
て
町
政
の
審
議
に

参
画
し
、
産
業
常
任
副
委
員
長
、

広
報
発
行
特
別
委
員
長
、
民
生

・

福
祉
常
任
委
員
長
と
し
て
議
会
の

運
営
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た。

t 

合金森林管理センタ-
森の大切さを知ってちらおうと

• • 
ま
た
、
消
防
団
第

3
分
団
員
と
し
て
昭

和

幻

年

9
月
に
拝

命
、
以
来
位
間
に
わ

た
り
、
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め

日
夜
消
防
業
務
に
精

励
さ
れ
、
さ
ら
に
、

町
監
査
委
員
、
国
保

運
営
協
議
会
会
長
代

行
や
美
利
河
ダ
ム
対

策
特
別
委
員
、
豊
寿
国
設
立
特
別

委
員
な
ど
の
要
職
や
自
治
会
に
お

い
て
も
、
自
治
会
長
や
P
T
A
会

長
と
し
て
、

地
方
自
治
の
伸
展
と

社
会
公
共
の
た
め
に
心
塊
を
傾
け

ら
れ
、
こ
の
幾
多
の
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
、
昭
和
白
年
2
月
、
全

国
議
長
会
自
治
功
労
表
彰
、
昭
和

則
年
6
月
に
は
北
海
道
議
長
会
表

彰
、
同
年
日
月
に
は
今
金
町
功
労

表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し

た。
ご
遺
族
の
平
穏
と
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
孔
月
初
日
に
関
か
れ
る

予
定
の
今
金
町
臨
時
議
会
で
故
日

下
昭
二
郎
氏
の
追
悼
演
説
が
行
わ

れ
ま
す
。

今
金
森
林
管
理
セ
ン
タ
ー

(
高
橋
忠
所
長
)

で
は

9
月
鈎
目
、
花
石
地
区
の
国
道
沿
い
の

旧
前
州
跡
地
で
枝
払
い
す
る
育
樹
祭
が
実
脱

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
育
樹
祭
は
、
地
球
環
境
問
題
や
災
害

な
ど
を
防
ぎ
森
林
の
大
切
さ
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
お
う
と
官
公
庁
職
員
や
森
林
事
業
の

関
係
者
、
地
域
の
方
々
な
ど
に
呼
び
か
け
約

印
人
が
参
加
し
、

0
・
5
M
の
ト
ド
マ
ツ
林
を

ノ
コ
ギ
リ
等
で
不
要
な
枝
の
す
そ
枝
払
い
を

行
い
ま
し
た
。

管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
例
年
奥
美
利
河
地

区
の
国
有
林
で
植
樹
祭
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
、
初
め
て
花
石
地
区
で
の
育
樹
祭

と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

姶
山
北
部
中
体
連
主
催
の
第
お
回
駅
伝
大
会
が
日
月
1
日

瀬
棚
町
か
ら
今
金
町
の
初

・
3
M
(
7
区
間
)
の
コ

l
ス
で

競
わ
れ
ま
し
た
。

北
部
4
町
の

6
中
学
校
か
ら
男
子
9
チ
l
ム
、
女
子
7
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
男
女
が
同
時
に
瀬
棚
町
役
場
前
を
ス
タ
ー

ト
し
、
悪
天
候
の
な
か
声
援
を
受
け
な
が
ら
次
々
と
た
す
き

が
渡
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
の
今
金
中
学
校
を
目
指
し
行
わ
れ
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
前
で
は
北
恰
山
、
今
金
A
、
大
成
の
女
子
3
チ

ー
ム
が
デ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
を
展
開
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

。
男

子

優

勝

。
女

子

優

勝

悪天候のなか

トヒートを展周7・シ

今
金
A

北
槍
山

(
1
時
間
加
分
6
秒
)

(
1
時
間
お
分
9
秒
)

稀酬は
小さな生面を

青みます。警と女子はゴール手前で3チームがデットヒート惜しくも
今金Aは2位

~ID$@宋目&明@3閉包~@~~~g
御 影安藤義光さん

神 丘 高 台 小 松 忠雄さん

安
藤

義
光
さ
ん

m月
時
日
の
「
統
計
の
日
」
に
ち
な
み
農

林
水
産
省
で
実
施
し
て
い
る
統
計
調
査
に
地

道
な
努
力
を
重
ね
て
き
た
方
々
の
ご
協
力
と

ご
労
苦
に
対
し
、
安
藤
さ
ん
と
小
松
さ
ん
に

農
林
水
産
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。安

藤
さ
ん
は
酪
農
を
主
体
に
稲
作
や
畑
作

な
ど
農
業
経
営
の
か
た
わ
ら
、
農
業
経
営
統

計
調
査
(
畜
産
物
生
産
費
)
の
記
帳
農
家
と
し

て
同
年
間
調
査
に
協
力
し
た
も
の
で
す
。

小
松
さ
ん
は
、
酪
股
を
主
体
に
馬
鈴
警
な

ど
農
業
経
営
の
か
た
わ
ら
、

山崎
業
経
営
統
計

調
査
(
家
畜
物
生
産
費
)
の
記
帳
良
家
と
し
て

凶
年
間
調
査
に
協
力
し
た
も
の
で
す
.

農
林
水
産
省
で
実
施
し
て
い
る
各
種
農
林

統
計
は
国
や
地
方
に
お
け
る
農
林
水
産
行
政

推
進
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

(4) 

小
松

忠
雄
さ
ん

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• • • • • • 教育訓練給付制度の創設 : 

雇用保険の被保険者又は被保険者であった方が、労働大臣の指定する職業に関する教育訓練を受け、修・• 了した場合に費用の8割に相当する額 (20万円が限度)を助成します。 .

平成10年12月 l日よりスタート : 

介護休業給付制度の創設 ・

雇用保険の被保険者が、介殻休業した場合に、休業期間 3カ月を限度に、休業開始前賃金の25%をJUJ:
成します。 : 

平成11年4月1日よりスター卜 ・-高年齢求職者結付金の額の引下げ . 

平成11年4月 1日以降65歳以上で離職された方は、給付金の顔が次のように引下げになります。 : 

o短時間被保険者以外の場台 O短時間被保険者の場合 圃

被保険者であった期間現行の額改正後の給付金の額被保険者であった期間現行の額改正後の給付金の額:

1年未満 50日分 → 30日分 1年未満 50日分 → 30日分 : 

l年以上5年未満 120日分→ 60日分 l年以上 100日分 → 50日分 ・

5年以上 150日分 → 75日分 : • ※お問い合わせ先 函館公共職業安定所 ~0138-26-0735 • 

• ••••••••••••••••••••••• 

• • 雇用保隈活力1'211正されました
• • 
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一日体験会社研修

合金中学校

• 手慣れた手つきで稲刈り

八束小学校

今
金
中
学
校
(
福
原
資
規
校
長
)

で
は

9
月
M
目
、
町
内
の
商
庖
、

会
社
な
ど
の
お
事
業
所
に
協
力
し

て
も
ら
い

2
年
生
町
名
全
員
で
職

場
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
生
徒
た
ち
は
事
業
所

の
勤
務
時
間
に
合
わ
せ
出
勤
し
、

教
育
関
係
や
建
設
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
町
内
事
業
所
に
出
勤
し

ま
し
た
。

中
学
校
は
、
働
く
こ
と
の
意
義

を
実
体
験
を
通
し
て
つ
か
み
自
己

の
将
来
の
進
路
決
定
に
役
立
て
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
今
年
、
は
じ

め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

問
月
5
日
、
八
束
小
学
校
(
川

口
護
校
長
・
児
童
幻
人
)
で
は
、
全

学
年
参
加
の
稲
刈
り
の
体
験
学
習

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
田
ん
ぼ
は
、
白
戸
克
行
さ

ん
や
中
野
秀
勝
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
も
ち
米
を
6
月
に
児
童
た
ち

が
値
え
た
も
の
で
、
体
験
学
習
を

と
お
し
て
農
業
の
仕
事
を
理
解
さ

せ
た
り
、
収
穫
の
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
学
校
が
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

収
穫
さ
れ
た
稲
は
、
自
然
乾
燥

さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を

兼
ね
た
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

t 

• • 

同
月
刊
日
「
体
育
の
日
」

各
地
で
ス
ポ
ツ
ガ
行
な
わ
れ
ま
し
芝

4ゲートボーJレのつどい

圃

合金町国民健康保険

加入者のみなさまヘ

• 
町税等の年度内完納

のお願い

• 

4

『
第
刊
は
回
今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯

争
奪
少
年
野
球
大
会

(
今
金
イ
l
グ
ル
2
位
)

:--'...，;ム

企パ クコルフのつどい
(オアシスパークゴルフコース)

E
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

+ん
ん
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V第19回今金町町民マラソン大会

短
期
人
間
ド
ッ
ク
(
日
帰
り
)
希
望
者

を
次
の
と
お
り
受
付
け
て
い
ま
す
。

『

HI】

一雪悶満開
叫
歳
以
上
の
方

1
1
、

4
0
0
円

(個
人
負
担
分
)

今
金
町
国
保
病
院

-
対
象
者

・
受
診
料

〕FO
 

〔

-
受
診
病
院

・
申
込
期
間

日
月
1
日
か
ら

2
月
末
日
ま
で
逐

次
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

-
申
込
時
間

午
前
8
時
川
町
分

1
午

後
5
時
日
分
ま
で

・

・
申
込
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ

総
合
福
祉
施
設

「と
し
べ
つ
」
内

保
健
福
祉
課
8
2

2

7

8
0

平素は、II/T税等の納付・納入につき、格別のご理

解と、こ協力をいただき、まことにありがとう ござ

います。

現在、町 では、現年w#税分間税(国民健康保険税

を含む。)、公営住宅使用料等の年度内完納達成を目

標に、徴収業務を進めています。

滞納は、納税者の徴税の公平・公正を乱すほか、貴

重な自主財源の減少につながり 、各事業執行の妨げ

( . • 

圃

となります。

このため、11/]では、滞納額縮減のため、滞納者の

給与差押を前提とした給与調査、或いは、債権、不

動産等の差押を積極的に進めていますので、ご理解

をお願い申し上げます。

なお、災害に遭われたり、倒産等により失業され

た方、或いは病気等により働くことができず、納付・

納入が困難な場合には、徴収猶予等の措置がありま

すので、下記徴収係まで相談してください。

総務部税務課徴収係 s 2 -0111 

ー♂d・予戸時抗

V安全運転をお願いします。

9月25日、今金ライオンズクラブ員による交

通安全の街頭啓発が役場前で行なわれました。

10月10日、日赤奉仕団により早朝に行なっ

ている清掃事業(lUT道利別通交通広場にて)

企町をきれいに f

1
 

7
1
 

〔



場広のなんみ

~瀬棚町~ ~北槍山田~ ~八雲町~
愚安苧遊佐ひとり芝居

閑回併国なの雰湯四段宿1と 「ね四季と折い 温々の泉美」味し
町営温泉~小牧荘~

北海「人道生の一ニシ発ン勝場負に』生まれ、 下北
0旅 と渓谷。心を浸す旅の宿O

い料理を ぜひ、ご湛能ください 温泉を備えた研修宿泊施設 ・山峡
半島の漁村に生きた女の一代記。点、 .自慢の逸品/特製ジンギスカン、 に心安らぐ秘湯
師の生涯をテーマに日本全国で公演 ヤマベの甘露煮、ニジマス料理、山 閑静な山峡ありゆったりとしたご宿
を続けている思安亭遊佐が、下北弁 菜料理 泊が楽しめます。
にのせて演じます。 .泉質/食塩泉、ナトリウムイオン 料金 大人中学生小8学00性円 小人
-日時 11月26日(木)

泉
宿泊 6 470円 6320円 5800F9 5 170円

午後6時30分開場 ※宿泊人員65名 暖房料一人310円

-会場 瀬棚町田T民センター
.効能/神経痛、筋肉痛、慢性皮1¥'守 。お問い合わせ八雲町商工観光労政課

-料金 前売り 1，500円当日2，000円
病、婦人病、冷え症など 8501376-2 -2111 

-チケッ ト取扱お問い合わせ -お問い合わせ/ねとい温泉 。予約は、「おほこ荘」

瀬棚町教育委員会801378-7 -3322 (北槍山町字西丹羽84-5141) 801376-3 -3123 

~長万部町~ ~熊石町~ ~大成町~

熊真石っ町赤立に国染民ま宿た舎紅ひ葉らやた黄な色いが荘
つ まぶ

しいイチョウのなかでゆとりを満喫

ヤ， ;自 2食 7100円
特別料理コ ス
あわびをこeっそり使った「あわび

フルコ スj や 「ふるさと御膳」、

スタミナばっちりの 「スッポン料理」
でJ心のリフレッシュを

fお風呂は肱接してある

「あわひの湯」で
女予約ーお問い合わせ

国民宿舎ひらたない荘 801398-2 -3330 

]リド-JL変j商事ットワーワ繭想fIl直協議芸陪報]ーナー楽
し
か
っ
た
水
泳

種
川
小

6
年

伊

藤

広

子

さ

ん

私
は
、
夏
に
し
か
で
き
な
い
学
校

の
水
泳
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
初
め
の
こ
ろ
は
水
に
慣
れ

て
い
な
く
て
、
簡
単
な
ド
ル
平
な
ど

を
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
先
生
に
何

回
も
何
回
も
注
意
さ
れ
な
が
ら
、
ク

ロ
ー
ル
や
平
、
泳
ぎ
も
覚
え
て
い
き
ま

し
た
。
私
が

5
年
生
の
時
は
、
呼
吸

の
リ
ズ
ム
や
平
泳
ぎ
の
足
が
う
ま
く

で
き
な
く
て
大
変
で
し
た
。

6
年
生

に
な
っ
て
か
ら
の
水
泳
で
は
、
背
泳

ぎ
が
得
意
に
な
っ
て
、
泳
く
の
が
と

て
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
飛
び
込

み
も
よ
く
先
生
か
ら
、
「
ウ
ル
ト
ラ

マ
ン
レ
J
7
ィ
l
ス
に
な
っ
て
る
よ
。
」

と
言
わ
れ
、
飛
び
込
み
か
ら
ク
ロ
ー

ル
を
す
る
練
習
な
ど
を
た
く
さ
ん
し

ま
し
た
。
い
つ
の
ま
に
か
台
か
ら
も

飛
び
込
め
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
た

の
で
、
す
ご
く
上
達
し
た
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
良
か
っ
た
と

思
っ
た
の
は
、
水
泳
大
会
に
出
場
し

2 

• • 

た
こ
と
で
す
。
得
意
の
背
泳
ぎ

5
0

メ
ー
ト
ル
と
、
美
利
河
小
学
校
の
人

達
と
泳
ぐ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
初
め
て
大
会
に
挑
戦
し

た
け
ど
、
背
泳
ぎ
で
総
合
6
位
に
な

っ
た
し
、
リ
レ
ー
で
は

2
位
に
な
れ

た
の
で
す
ご
く
い
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
タ
ー
ン
の
時
、
頭
を
ぶ
つ

け
て
し
ま
っ
た
の
も
思
い
出
の
中
に

入
っ
て
い
ま
す
。
賞
状
が
も
ら
え
た

の
も
、
た
く
さ
ん
練
習
を
が
ん
ば
っ

て
や
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
小
学
校
で
の
水
泳
は
も
う

で
き
な
い
け
ど
、
今
年
の
水
泳
は
今

ま
で
の
記
録
を
こ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
し
、
水
泳
大
会
に
出
場
し
た
こ
と

な
ど
が
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
中
学
校
の
水
、
旅
は
も
っ
と

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
楽
し
く
泳
ぎ
た

い
で
す
。

-
学
期
の
思
い
出

種
川
小
6
年

丸

山

洗
く
ん

i
学
期
を
ふ
り
返
る
と

、4

j
〉
、
必

し
与
し

て I00F91買いております。)

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
“老人保健施設"をご存じですか。

013 字習文化センタ

ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
勇
気
を
出
し

て
初
め
て
立
候
補
し
、
当
選
し
た
児

童
会
長
。
児
童
会
長
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
月
曜
日
の
朝
会
や
大
き

な
行
事
で
は
、
人
前
で
話
す
こ
と
も

多
く
な
っ
た
。
前
ま
で
は
、
大
勢
の

人
の
前
で
話
す
こ
と
は
苦
手
だ
っ

た
。
で
も
今
は
、
児
童
会
長
に
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
ん
だ
お
か
げ

で
、
何
事
に
も
自
信
を
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ー
学
期
の
大
き
な
行
事
、
運
動
会

が
終
わ
っ
た
時
は
、
正
直
ホ
ッ
と
し

た
。
僕
は
、
人
を
ま
と
め
る
と
い
う

の
が
下
手
だ
。
で
も
、
会
長
も
や
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
団
長
ぐ
ら
い
や

ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。
実
際
や
っ

て
み
る
と
、
意
外
と
大
変
だ
っ
た
。

今
ま
で
の
団
長
の
気
持
ち
が
わ
か
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
誕
べ
と
言
っ

て
も
わ
か
っ
て
い
な
い
入
、
ケ
ン
カ

を
し
て
泣
き
出
す
入
、
注
意
さ
れ
て

も
同
じ
こ
と
を
く
り
返
す
人
も
・
団

長
と
い
う
の
は
こ
れ
を
ま
と
め
て
い

く
力
が
な
い
と
で
き
な
い
ん
だ
な
と

思
っ
た
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が

多
か
っ
た
け
ど
、
後
悔
は
し
な
か
っ

た
。
団
長
に
な
っ
た
こ
と
で
、
人
を

ま
と
め
る
力
が
少
し
つ
い
た
よ
う
な

気
が
し
た
か
ら
だ
。

僕
は
、
自
分
が
や
ら
な
く
て
も

じ
ゃ
な
く
、
自
分
か
ら
進
ん
で
や
っ

て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

「
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
」

の
二
階
に
は
、
老
人
保
健
施
設
が

ζ
さ
い
ま
す
。

・
老
人
保
健
施
設
と
は

病
院
に
入
院
す
る
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
在
宅
で
介
護
す
る
の
は
大

変
な
お
年
寄
り
を
お
預
か
り
し
ま

す。
ご
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
し

て
も
ら
う
の
と
同
時
に
、
ご
本
人

は
、
生
活
リ
ハ
ビ
リ
を
通
じ
て

心
や
身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
を

目
指
し
、
住
み
慣
れ
た
我
が
家
で

再
び
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

施
設
で
す
。

・
対
象
者
は
つ

お
お
む
ね
侃
歳
以
上
の
方
で
老

人
医
療
受
給
者
一
祉
を
お
持
ち
に
な

り
、
か
ら
だ
の
弱
い
お
年
寄
り

・

寝
た
き
り
や
そ
れ
に
近
い
お
年
寄

り
・
痴
呆
の
あ
る
お
年
寄
り
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

老
人
保
健
施
設
の
サ
ー
ビ
ス

-
入
所
サ
ー
ビ
ス

常
時
看
護
婦
・
介
護
職
員
が
ご

利
用
さ
れ
る
方
の
程
度
に
合
わ
せ

て
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
趣
味
活
動
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
毎
月
の
誕
生

会
・
季
節
ご
と
の
行
事
等
を
通
じ

• • 廷後のアイドル
しんご

砂森川 真伍ちゃん

(平成B年 6月28日生まれ)

トマンケソ 森川等さん、和子さんの2男
【親から】

2歳になっても指しゃぶりがやめられ

ないあまえんぼうさんです。

ときには、お兄ちゃんの持っている物

をほしがって取り合いのけんかもする元

気でいっぱいの男の干です。これからも

健康で たくましく育ってほしいです。

て
楽
し
い
療
養
生
活
が
過
こ
せ
る

よ
う
に
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

・
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
(
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
ィ
)

冠
婚
葬
祭
等
で
家
庭
で
の
看
護

や
介
護
が

一
時
的
に
困
難
に
な
っ

た
場
合
に
、
日
目
日
を
限
度
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

・
通
所
サ
ー
ビ
ス
(
デ
イ
ケ
ア
)

職
員
が
送
迎
し
老
人
保
健
施
設
で

昼
食

・
入
浴
・
作
業
療
法
土
に
よ

る
リ
ハ
ビ
リ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
で

一
日
(
問
時

1
4
時
)

過
ご
し
お
年
寄
り
の
心
身
の
機
能

維
持

・
向
上
や
、
ご
家
族
の
介
護

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
料
金

は

一
回
5
0
0
円
で
す
。

・
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ

今
金
町
老
人
保
健
施
設

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

〕。。〔
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「お
気
軽
に
ζ
相
談
く
だ
さ
い
」

ゅうな

4原紺 祐奈ちゃん

(平成7年 7月19日生まれ)

トマンケン 原紺克彦さん、綾子さんの長女

【親から】

ギンガマンが大好きで弟ともよく遊ん

でくれます。

やさしく思いやりのある子に育ってほ
しいです。

俳 句
研 と山E日ひ 国2綿2-2
ぎ紅;溜g詑苦虫f{立い
痩ゃ葉; り連つにの

苦せ木このれ心i実み
たし漏占縁2花2急せ長Z
K 鎌2日ぴ に野のか寿比
きな中2傘Z行ゆるの
ほ の寿Hくる祝ほ

か も露ろのバこぎ

研 と天Zつスとを
ぎ思いつツ多j;!1易き

ひ秋2日ろがアしれ

再深主 な l り
主む し

阪芳伊戸杉今

井賀藤沢本村

みあ翠慶あ由
き井

ええ女秋い子

利別俳句会

1
 

9
 

〔



mu

回
酢

園

山
町
駅
}

。

旧

日

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第263号

あ
な
た
の
子
育
て
大
丈
夫
?

朝
食
を
取
ら
な
い
子
、
お
そ
寝

お
そ
起
き
の
子
、
あ
い
さ
つ
の
で

き
な
い
子
、
物
を
大
切
に
し
な
い

子
・

e
t
c
。

過
日
、
今
金
小
学
校
と
今
金
町

幼
児
教
育
研
究
会
と
の
懇
談
会
と

し
て
行
わ
れ
た

『
今
金
っ
子
を
語

る
会
』
で
話
題
に
な
っ
た
乳
幼
児

期
か
ら
児
童
期
に
か
け
て
の

N

ち

ょ
っ
と
気
に
な
る
子
供
の
生
活
H

日
ご
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
現

場
で
接
し
て
い
る
中
で
感
じ
ら
れ

る
最
近
の
子
供
達
の
様
子
は
、
こ

こ
今
金
で
も
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

報
じ
ら
れ
る
の
と
大
き
く
違
わ
な

い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し

た
。
今
金
は
、
共
働
き
が
多
い
地

域
柄
、
子
供
達
の
生
活
そ
の
も
の

が
大
人
の
生
活
パ
タ
ー
ン
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
一
面
と
、
特
に

食
事
や
排
池
、
あ
い
さ
つ
な
ど
の

基
本
的
生
活
習
慣
に
つ
い
て
も
、

学
校
や
幼
稚
閣
、
保
育
所
に
ま
か

せ
っ
き
り
の
面
が
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
よ
う
で
す
。

今
、
子
供
達
が
大
変
だ
と
言
わ

れ
る
時
代
。
今
こ
そ
子
供
遠
と
目

と
日
を
合
わ
せ
て
、
心
の
通
い
合

う
子
育
て
が
必
要
な
時
代
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

新
し
い
時
代
を
拓
く
た
く
ま
し

い
今
金
っ
子
を
育
む
た
め
に
、
家

庭
で
の
子
育
て
、
学
校
な
ど
の
役

割
を
も
う
一
度
確
認
し
、
お
互
い

が
歩
調
を
合
わ
せ
る
努
力
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ふ番喜~宅J鍾的
(
聞
い
一
一
ヨ
ド
ス
)

力

τ7 

領
事
や
医
師
か
ら
写
真
術
を
学
ん

だ
人
た
ち
も
あ
ら
わ
れ
、
函
館
は

近
代
日
本
の
写
真
の
先
進
地
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

初
期
の
カ
メ
ラ
は
主
と
し
て
外

国
製
品
が
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
大

正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
は
国
産
品

も
憎
加
し
、
専
門
の
写
真
家
以
外

に
も
写
真
を
楽
し
む
人
た
ち
が
増

え
ま
し
た
。

下
の
写
真
は
美
利
河
地
区

・
阿

部
広
さ
ん
か
ら
寄
贈
の
あ
っ
た
カ

メ
ラ
で
す
。
ジ
ャ
バ
ラ
式
の
ハ
ン

ド
カ
メ
ラ
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

昭
和
初
期
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ

'----" 

〕nU
 

1
 

〔

れ
ま
す
。
レ
ン
ズ
は
ア
メ
リ
カ
産

で
F
四、

一
O
五
ミ
リ
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
は

一
1
一
O
O分
の

一
秒
で

す
。
ま
だ
カ
メ
ラ
が
大
衆
化
す
る

前
の
貴
重
な

一
台
と
い
え
ま
す
。
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品
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
突
出
刷
会
な
と

ー

冬
季
の
体
育
振
興
事
業
に
参
加
を
|

秋
も
深
ま
り
、
い
よ
い
よ
寒
さ

も
増
し
て
き
ま
し
た
が
、
冬
に
向

け
た
あ
な
た
の
か
ら
だ
の
ア
フ
タ

ー
ケ
ア
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
体

ー一九 i ヨ帽・_..""~司..... 、
， ， 

弘
、ぜ

田
畑
さ
ん
、
道
体
育
指
導

委
員
功
労
表
彰
を
受
賞

昭
和
問
年
4
月
か
ら
現
在
ま
で

通
算
げ
年
間
に
わ
た
り
今
金
町
体

育
指
導
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
田
畑
友
明
さ
ん
(
字
八
束
・

ω

歳
)
が
、
北
海
道
体
育
指
導
委
員
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

田
畑
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力
し
て
、
町

育
振
興
の
冬
季
事
業
に
つ
い
て
と

紹
介
し
ま
す
。

ロ
月
に
入
り
、
小
中
学
生
対
象

の
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会
と
キ
ッ
ク

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
雪
中
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
や
仲
間
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
、
の
び
の
び
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ク
ー
ル
と
雪
だ
る
ま
塾
の
宿
泊

研
修
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

1
月
か
ら
は
、
初
心
者
や
女
性

を
対
象
の
基
礎
ス
キ

l
教
室
や
ピ

リ
カ
ス
キ

l
場
へ
の
ツ
ア

l
、
若

者
に
人
気
の
ス
ノ

l
ボ
ー
ド
教
室

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

民
皆
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
に
お
役
に

立
ち
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

メ

〈文化財探訪Zq)

北
海
道
の
写
真

は
、
幕
末
に
ペ
リ
ー

と
と
も
に
函
館
に
来

航
し
た
ア
メ
リ
カ
の

写
真
家
が
、
松
前
藩

士
を
撮
影
し
た
の
が

最
古
と
い
わ
れ
、
そ

の
後
、
ロ
シ
ア
人
の

2
月
幻
自
に
は
、
冬
の

一
大
イ

ベ
ン
ト
の
『
第
9
回
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
』
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
美
利
河
を
会

場
に
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ

l
ム

と
歩
く
ス
キ
l
の
2
種
目
が
行
わ

れ
ま
す
。
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

町
内
外
を
問
わ
ず
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
、
屋
内
で
で
き
る
ビ

I
チ

バ
レ

l
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
な
ど
は
、

新刊図書紹介

• • 
総
合
体
育
館
や
各
学
校
の
体
育
館

を
気
軽
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
機
会
を
通

し
て
、
自
分
に
合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

を
取
り
入
れ
、
自
分
流
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見
つ
け
て
み
て
は
ど

う
で
す
か
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

総
合
体
育
館

(
2
2
0
2
6
)

へ。

(町民センター図書室)

-はずれの記

・2000年恐慌が来る

.いのちの瞬き

・戦艦「大和」レイテ沖の七日間

.第五の山

・葡萄物語

.燃えるi也の果てZ

.トライアル

・弁護

・最後の藁

・ホスピスからの生還

-人生は廻る輸のよう巴

.自立する老後のために

・道はあとからついてくる

.人生を愉しむ心得

書夜長は読

-せきれい

・少年だちの迷宮

・三島由紀夫~剣と寒紅

.天涯の花

・早春その他

-楽天少女通ります

.六十六の暦

・タイル

.くりやのくりごと

・生きていて良かった

.鯛は頭から腐る

・母|こ槌械をあてるとき

-パソコンの iJ'(Jの字から

.長寿の秘訣は食|こあり

・更年期専門外来

で

一
社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

す

町

内

n
R
v

'

岨

8
日

日

管

内

6
人
制
バ
レ
ー
ボ

H

.

(

4
・

叩

1
ル
秋
季
大
会

9
ω
な

一

総
合
体
育
館
・
文
化
協
会

杭

一

移
動
展
示
神
丘
小

龍

一9
日

間

ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

皆

目

講
習
会

7

∞

総

体

計

即

日
日
同

i
u
日
制
青
年
会
議
国

は

一

内
研
修
兵
庫
県
下

澗

一
日
日
制
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

判

川

(
郷
土
史
学
習
講
座
)
同

時

一

ω
教
育
委
員
会

問

一

凶
日
出

1
日
日
間
管
内
ス
ポ

l

Fm

岨

ツ
少
年
団
認
定
員
養
成
講

(
。

一

習
会

9
0
∞

総

体

す

一

日
日
間
文
化
協
会
移
動
展
示

問

団

金
原
小

O

一

辺
目
印
第
初
回
今
金
支
部
兼
近

!

四

隣
町
空
手
道
大
会

9

配

酌

∞

総

体

一

一

ぉ
日
出
町
連
合
P
T
A
研
究
大

2

E

会

日

∞

町

民

セ

ン

一

タ
I

R
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秋の

いじめなどの相談電話l草、
(11) 

秋到来

活 書

用喜 ω東図
さ 冊町
せ 室 の 、 書

てに Eが 黒
い保 沢の

1にE管し の占 伸子 寄
き 、り様

ま有まか贈
て効しり

に宍図
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除
雪
車
の
運
転
手
を
募
集

町
で
は
、
除
雪
車
運
転
の
臨
時

職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

『

H』

O
雇

用

期

間

ロ

月

凶

日

1

翌
年

3
月
初
日
ま
で

O
雇

用

人

員

若

干

名

O
応
募
資
格
町
内
在
住
者
で
大

型
特
殊
免
許
取
得
者

O
選
考
方
法

書
類
選
考
と
し
ま
す
の
で
、
履

歴
書
と
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

O
申
込
期
間

平
成
ゆ
年
日
月
凶

1
お
日
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先

役
場
建
設
謀
総
持
係
ま
で

自
衛
隊
生
徒募

集

に

つ

い

て

防
衛
庁
で
は
、
平
成
日
年
度
の

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

『

H
」

O
受
付
期
間

平
成

ω年
U
月
4
日
1

平
成
ハ
年

1
月

4
日
ま
で

O
応
募
資
格

健診を受けて明るい健康づくり

11月みんな

平
成
年

U
年

4
月

1
日
現
在
、

日
歳
以
上
げ
歳
未
満
の
男
子
で
中

学
校
卒
業
者
(
平
成

H
年

3
月
卒

業
見
込
み
含
む
)

O
試
験
日

・
第

l
次
試
験

平
成
川
年

l
月

5
日

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
今
金
募
集
事
務
所

8
2
0
2
5
8
 

年

金

相

談

日

に

つ

い

て

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
じ

吾
=
図

。

と

き

μ
月
お
日

附

午
前

ω時
1
午
後

3
時
ま
で

。
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

。
相
談
員

函
館
社
会
保
険

事
務
所
織
員

《
町

民

課

》

市

立

函

館

病

院

か

ら

お

知

ら

せ

(
か
か
り
つ
け
薬
局
)
に
病
院
の

発
行
す
る
院
外
処
方
案
を

4
日
以

内
に
持
参
し
、
病
院
以
外
で
薬
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

機
動
職
業
訓
練
受
講
生
の

募

集

し

て

い

ま

す
。

平
成

ω年
機
動
職
業
訓
練
受
誠

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す。O 
期

「

E
吾
画

間

平
成
日
年

1
月
7
日

1
3
月
川
抗
日
ま
で

建
築
技
術
科

市
立
函
館
病
院
で
は
希
望
者
に

平
成

ω年
ロ
月
l
日
か
ら
院
外
処

方
築
を
発
行
し
ま
す
。

院
外
処
方
と
は
外
来
の
患
者
さ

ん
が
、
自
由
に
選
ん
だ
保
険
薬
局

， 

• 
O
科

O
受
講
資
格

短
期
特
例

一
時
金
給
付
資
格
の

あ
る
者

O
定

員

川

名

O
受
講
指
示

ロ
月
時
日

O
特

典

・
最
大

ω日
間
の
失
業
保
険
の
給

+
l
d
 

イ・
受
講
手
当
の
支
給

O
受
講

費

用

無

料

O
申
込

期

限

ロ

月

日

日

※
申
込
先

・
お
問
い
合
わ
せ

役
場
商
工
観
光
課

8
2
1
0
1
1
1
 

目

項 目 対 立ミ 者 実 施 日 時 !日l 対象地区 実胞会場 制 考

一般住民関係

一般相F~ 全住民 11 月 9日(月) 10 : 00-11 : 45 全地区 総保合健福祉施設内 他，;iHll賊(nll圧倒定尿検査)
センター

一般相賊 全住民 11 月 30 日 (~) 10: 00-11: 45 H " " 

一般相談 全住民 12月 7日(月) 10 : 00-11 : 45 W H " 

無医地区巡回診療(眼科) 全住民 11月26日(木) 畳付2時0間 " " 八診2察2総(有合料病)院眼科医師
14: 20-14: 50 

乳幼児関係

乳児相談 生後3、 6， 9力月児 11月19日(本) 畳9付0時0間-9: 15 全地区 総保合健セ福祉ン施タ設ー内 身体計調阻醐相語輩韮相語

乳児健診 生後4、7、10、12力月児 11月19日(木) 畳12付:4時0間-13: 00 " " 栄身体聾計相調韻 医阻師臨t掴t車革 歯科帽龍

I歳6カ月児健診 生後 l歳 7， 8力月児 11月 5日(木) 受12付時間 " " 量身体瞳計聞睡h長躍田瞳韻査 7医ッ師事酷軍 歯科
40-13: 00 

股関節脱臼検診 生後4カ月児 11月10日(火) 畳13付時間 H 八(旧雲今院金醒保所酷今所ih)支所 股関節X線搬影00-14: 00 

すくすく干育てダイヤル 就る学保纏前者までの幼児のい 11月11日(水) 9 : 00、12:00 H 2-2780 ?日稲による心配'J<t日i損

よいこの歯科検診 小学校入学前のお干さん 11 J1・16日 併しい内容はお知らせ梢l回監をご覧くだ17日

妊産婦関係

無(産医婦地人区科巡)回診療 妊揖 婦人科受話希望の方 11月10日(火) 書 付 駅14:00 全地区純明腔内 iI132R2i4F25)栄華 ・

お知らせ

よいこの幽科検診 11月16日(月) -季節保育所 小百合保育園 一般幼兜

11月17日(火) ー今金幼稚園 今金般市保育所

時間 9 : 00- 13: 00-
* 16日のみ夜間検紗 (17:00-)あります.

キ場所 総合福祉施設内保他センター

• 

(12) 

10・10・10

社会福祉協議会だより
※光の里学園、監持聞、社会栴制協開会への多額のご寄付、

ご厚意ありがとうございました.

(敬称略)

《埼玉県》 中 村 恭 子
光の村養護学校 伊 藤 手rJ 忠

秩父自然学園 JlJ 崎 {変 治
光の村養護学校父母一 同 ノk 野 進
《小金井市》 I質 里子 孝

t'r 回 洋 明 J 11 村 ト 一、、、

《函館市》 鈴 木 忠
日本たばこ産業側 4入， 村 規 子

函館営業所 スナ ック むつみ
石 津 査在 鈴 木 真
佐 E￥ 勇 治 倫 山 広 域 連

T兵 西 義 花石国民学校

岸 i皮 金 号事 第 l回卒業生 一 同

北海道街商協同組合 芳 賀 芳 見
《大成町》 楯 ほ け ん 堂
田 中 静 子 秋祭りを盛り上げる会

《今金町》 鳳 風 山
岸 本 義 ~ t か つ r工
向 井 徳 蔵 浜 田 郁 夫
石 JlI 石山 子

下水道マンホール
デザイン蓋が決まりました。

この マンホ ル蓋は、下水道施設の管理用蓋で、本管用や

家庭用などで使用されます. 

• • 

家庭用 (30cm用)本管用 (60cm)

畏
い
お
伺
き
台
い
の

母
子
健
康
手
帳
を
六
四
位

母
子
手
帳
は
お
母
さ
ん
と
お
子

さ
ん
の
他
肢
を
守
る
た
め
に
作
ら

た
手
帳
で
す
。
病
院
で
、
妊
娠
し

て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
妊
娠

届
が
発
行
さ
れ
た
ら
そ
れ
を
お
持

ち
の
う
え
総
合
福
祉
施
設

「と
し

べ
つ
」
内
の
保
健
福
祉
課
へ
来
て

い
た
だ
き
ま
す
と
そ
の
場
で
発
行

し
て
い
ま
す
。

妊
娠
中
は
、
そ
の
経
過
や
検
査

結
果
な
ど
を
記
入
し
安
全
に
出
産

が
で
き
る
よ
う
健
康
管
理
に
生
か

し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
後
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
健
診
の
記
録
を
始
め

各
月
齢
毎
の
育
児
の
記
録
は
お
子

さ
ん
の
大
切
な
成
長
記
録
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
身
長
や
体
重
な
ど

の
発
育
は
、
測
定
す
る
ご
と
に
グ

ラ
フ
に
つ
け
て
行
く
と
成
長
の
様

子
が
一

目
瞭
然
で
わ
か
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
最
も
長
い
お
付
き
合
い

に
な
り
そ
う
な
の
が
、
予
防
後
程

の
記
録
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
は
、
成
人
し
た
後

も
確
認
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ

る
の
で
す
。
も
し
、
確
認
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
あ
わ
て
な
い
た

め
に
も
予
防
接
種
を
し
た
ら
母
子

手
帳
に
き
ち
ん
と
記
入
し
て
も
ら

い
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う。

お
子
さ
ん
の
成
長
の
大
切
な
記

録
が
つ
ま
っ
た
手
帳
を
、
お
子
さ

ん
が
成
人
し
た
と
き
や
結
婚
し
た

と
き
な
ど
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

波
せ
る
と
す
て
き
で
す
ね
。

大
切
な
記
録
の
詰
ま
っ
て
い
る

手
帳
で
す
の
で
無
く
さ
な
い
こ
と

が

一
擦
で
す
が
、
も
し
残
念
な
が

ら
紛
失
な
ど
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
再
発
行
も
し
て
い
ま
す
の
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

ζご=コ

(13) 

くコ



住民の動態 や令。g。。b令。so休日当番医

9月末現在

82 -0221 

84-5011 

87-3021 

今金町立国保病院(今金)

道陣lロイヤル病院(北檎山)

楢崎医院(瀬棚)

11月 1日

3日

前月対比8日

(ム7)

(ム7)

7， 202人

3，469人

3， 733人

人口

男

女

82 -0221 

84 -5011 

今金町立国保病院(今金)

道南ロイヤル病院(北柏山)

北槍山町立国保病院(北袷山)

15日

22日

84-5321 

82-0324 

23日

2， 678世帯(ム 2)世帯数富田医院(今金)29日

大)八束中央

哉)大和町

忠

達

4日

夫)大和町

孝 )寒昇

良

20日

25日

28日

口

北

平

部

耳
障
山
横
軽

。今金町郷土史学習講座

t 

11月13日(金)

午後 6 時~8 時まで

時-日

志)中里悟8日伊藤

教育委員会会議室所

訂ら

廿

-場

-内

o 

「北海道」の名付け親でもある松浦武四郎氏の

UIJ 

文

影

平日大

金

御

9月18日

9月21日

タ

寺田 光男さん

鎌田 良子さん

紀行文(古文書)を読み解きながら武四郎の見

た利矧j川流域の様子を学びます。

.講師 槍山北高等学校
69歳9月22日

石
4← 
イ己下

豊

71歳9月27日日下昭二郎さん靖教諭上野

園

神 丘 共和

寿102歳

67歳

10月 7日

10月 9日

宮崎ノフ守工さん

河田 キミ さん。お問い合わせ

今金町教育委員会

10月初日受付分まで801378-2-3488 

自
分
足
習
で
作
つ
定

カ
ヌ
t
t
を
楽

d

し
-2

光
の
里
学
園
と
今
金
町
教
育
委

員
会
共
催
で

5
月
か
ら
進
め
ら
れ

て
き
た

「今
金
つ
子
ふ
れ
あ
い
体

験
工
房
」
で
作
ら
れ
た
カ
ヌ
ー
が

凶
月
げ
目
、
親
子

7
組
(
ロ
人
)
、

学
園
生

6
人
と
関
係
者
が
出
席

し
、
北
檎
山
町
の
浮
島
公
園
の
う

く
い
沼
で
進
水
式
を
行
い
自
分
た

ち
の
作
っ
た
カ
ヌ

ー
で
楽
し
み
ま
し

た。
こ
の
事
業
は
、

親
子
で
カ
ヌ

l
の

製
作
を
と
お
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
と
障
害
者
へ
の

理
解
を
深
め
、
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し

て
も
ら
お
う
と
行

わ
れ
て
い
た
も
の

で
す
。こ

の
木
製
カ
ヌ

ー
は
、
受
注
生
産

を
行
っ
て
い
る
光

の
皇
学
園
内
で
作

業
が
行
わ
れ
、
縦

4
、

8
メ

l
卜

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

、ノ

成たり園 開乗ル
にり、職参始り
こと学員加し)幅

ぎ約園かしたを 85
つ 5 生ょたも 5 セ
けカにぷ親の月ン
た月手孟子で下チ
も問伝'"はす旬の
のか っ 寺、。か 2
でかて乞光 ら艇
す つ も受の 作(
。てらけ里 業 3
完った学 を人

http://www.hakodate.or.jplirr叫，anel

制
②
0
1
1
1番

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

-っとでめ

月

月

月

丹

市

川

お

9

9

9

9

M

-つ

ん

ん

ん

ん

ん

=

ゃ
4

や

や

や

4
ち

ち

ち

ち

ち

じ
お桜
ゃ哉
と斗
会
話
亮

ん
u
奈
川瞭
川竜
さ
彩
U
住

たぉ固

固いつまでもおしあわせに

~ら 池田 英史さん(日の出町)ニ橘 やよいさん(八幡町)

% 細川 博道さん(東 町)=丸岡さゆり さん(登別市)

軍おくやみもうしあげます

づさん 9月18日 88歳

66歳

(14J 
今金111Jホームページ


